２０２５年度（令和7年度）ケアホーム杉名沢地域連携推進会議　会議録

１　開催日時　２０２５年（令和７年）１１月１２日（水）　
午後１時３０分から３時まで

２　場　　所　ケアホーム杉名沢

３　出 席 者　利用者の代表　御殿場市社会福祉協議会　御殿場市成年後見支援センター
　　　　　　　　　　　　　　２人
　　　　　　　利用者家族の代表　ケアホーム杉名沢利用者家族　１人
　　　　　　　地域関係者の代表　御殿場市手をつなぐ育成会　１人
　　　　　　　市の障がい福祉職員　御殿場市役所社会福祉課　２人
　　　　　　　ケアホーム杉名沢　徳田和仁（管理者）
　　　　　　　　　　　　　　　　山本竜也（サービス管理責任者）

４　作　成　者　徳田和仁

５　会議結果の概要
（1） 活動状況の報告及び意見交換
　　　A《報告》　管理者が別紙資料１共同生活事業所「ケアホーム杉名沢」により事業所の設備、職員体制、サービス内容そして利用料等を説明
　　　　管理者及びサービス管理責任者が、資料２虐待・事故・ヒヤリハットの報告（2025/11/19～11/10）を説明
　　　B《意見交換》　　　　
· 虐待
	地域連携推進会議の各委員
	管理者及びサービス管理責任者

	虐待した職員Bに改善はみられるか
	話し方が柔らかくなり改善はみられる

	虐待に関して利用者への影響はどうか
	様子に変わりはない

	利用者の行為（そのもの）に職員Ｂが刺激を受け虐待に繋がった恐れはないか
	直接は無いかもしれないが、影響はあったかもしれない　

	職員同士言い合える関係があればいいが…　職員会議で話し合いの場を持つのも方法だ
	直接、虐待を見た時、話せればいいが難しかった

	私だったら、その場でアウトと言う
	それが一番わかりやすい良い方法である

	職員としての資質、障がいへの理解が足りなったのでは　
	職員Bは、利用者と相互の関係が取りやすい利用者とは関わりやすいようだが、一方通行の傾向がある利用者は若干苦手なようであった

	親も子供を怒ることはある　怒った後のケアが大事である
	利用者に対するケアは大事である

	親の気持ちを理解していない
	障がいが有る無しに関わらず、第三者から「親は何もやってこなかったんだな」と言われるとショックだ

	今回のことで職員は萎縮せず利用者に対し、物事や良いこと・悪いことをはっきりさせてほしい
	利用者に対する姿勢としてもっともだと思う　ただ、その対応や説明の仕方に工夫は必要

	職員は仕事をする中で精神的に傷を負うことがあるので心のケアが必要
	職員も何らかの原因で気持ちが落ち込むときがある　不安や心配なことがあれば同僚や管理者等に相談できるような体制にしていきたい　


　　　◎事故
	地域連携推進会議の各委員
	管理者及びサービス管理責任者

	一人で利用者が建物から出て行ってしまい職員が探したということだが、事前の対策やその時の対応はどうであったか
	普段は就寝（午後10時）頃まで玄関の施錠はしていないが、出ていきそうなときは施錠をしている
今回の利用者Dの場合では「○○○夜勤」と言って朝一度出ていこうとし職員に止められ、数分後、出て行った。２㎞近く離れたスーパーの近くで職員に保護される。○○○の方向で道が合っており、それで納得したのか、その後「○○○夜勤」と言うことは無くなり出てはいかなくなった
過去、別の利用者だが忘れ物を思い出し、一人でケアホーム杉名沢からつどいの家まで戻った利用者がいた。（その逆もあり）目の前の道路は交通量もあり注意が必要
出発前、忘れ物が無いか声をかける



（2） 地域連携推進会議からの必要な要望・助言等
前述、活動状況の報告及び意見交換に含みます。それ以外はありませんでした。

（3） 訪問日の日程
　2025年（令和7年）12月4日（木）　午後3時30分
